
行政に生かせる財政・経済知識

法律・経済関係

● 講座のねらい

本県の財政状況と財政改革への取組み、市町村の財政状況と今後の課題に
ついて理解するとともに、国内外のリアルタイムの経済情勢や、⽇頃⾝近に
⽬にすることが多い経済指標等⽇々の⽣活に密着した経済への知識を深め、
業務に⽣かしていく。
● 研修について

【対 象 者】 受講を希望する職員
【⽇ 程】 第１組 令和８年１１⽉１２⽇（⽊）

第２組 令和８年１１⽉１３⽇（⾦）
【会 場】 自治研修センター
【予定人員】 各組６０人
【講 師】 ⿅児島県財政課職員

⿅児島県市町村課職員
株式会社インソース 梅原 喜文 氏

● カリキュラム （１日間）

● 受講者の声
 現在の県や市の財政状況を⽤語の説明からしていただいたので、よく理解
できました。

 今後の予算編成作業に活かせると思います。
 経済指標がたくさんある中で、ひとつひとつ紐解いていくと、経済の奥深
さと楽しさ、そして私たち⼀人⼀人の経済⾏動が、社会を回しているのだ
と実感しました。

● センター職員からの オススメポイント♪

午 後午 前
（13︓00〜16︓00）〜梅原講師〜
「⾏政に⽣かせる経済知識」
・経済の基本知識
・経済を知るにあたり必要な情報を整理する
・経済指標を⾒る視点を養う
・⽇経新聞の読み方を学ぶ
・まとめ

（16︓00〜）
・閉講式

（ 9︓30〜 9︓50）
・オリエンテーション
（ 9︓50〜10︓50）〜県財政課〜
「県の財政状況と今後の課題」（仮題）
・地方財政の役割
・地方財政の現状
・地方財政の最近の動向
・⿅児島県財政の今後の課題

（11︓00〜12︓00）〜県市町村課〜
「県内市町村の財政状況と今後の課題」（仮題）
・県内市町村の財政状況
・市町村財政運営の課題

県や市町村の最新の財政状況のほか、⽇本経済の動向も新聞を読み解きな
がら多角的な視点から学べます。


